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広告

毎月19日は食育の日です
食に対する感謝の気持ちを持ちましょう

市民ふれあいファミリー農園
利用者募集
令和２年度の農園利用者を募集します。

場所　塩屋農園…11区画
　　　下切農園…12区画
※1区画あたりの面積は33㎡（10坪）、
使用料は年間6,400円です。
※貸出期間は1年間で最長5年継続で
　きます。
対象  農地を所有または耕作していな
　　　い市民の方で、市税の滞納がな
　　　い方
申込  HPまたは農務課にある申請書
　　　を3月2日㈪までに窓口・MAIL

問合  農務課　☎35-3141
Mail：noumu@city.takayama.lg.jp
広報ID 1002638

木の駅プロジェクト
木質バイオマスのエネルギー
原料加工事業者の募集
　木の駅プロジェクトとは、山から軽
トラックで搬出した間伐材を木の駅で
地域通貨と交換す
る取り組みです。木
の駅に集まった間
伐材を木質バイオ
マス燃料として市内で消費することで
エネルギーの地産地消と里山整備の
両立を目指します。
　今年度は12月末現在で約420tの間
伐材が木の駅に持ち込まれ、木質バイ
オマス燃料に加工されています。
　市では、木の駅に集まった間伐材を
ペレットやチップ、薪に加工する事業者
を募集しています。
　詳しくはHPをご覧ください。
問合 環境政策推進課
        ☎35-3533
        広報ID 1008318

募　　　集 飛
驒
高
山
現
代
木
彫
根
付
展

　

精
細
な
細
工
と
洒
落
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奥
飛
驒
温
泉
郷
が
、「
全
国
温
泉
地
満
足
度
ラ
ン
キ
ン

グ（
旅
行
サ
イ
ト
じ
ゃ
ら
ん
２
０
２
０
年
版
）で
、
満
足

度
96
％
を
獲
得
し
２
年
連
続
１
位
に
輝
い
た
」と
12
月

12
日
付
の
新
聞
に
あ
り
ま
し
た
。
飛
驒
山
脈
の
雄
大
な

自
然
と
湯
が
評
価
さ
れ
た
の
で
は
と
い
う
関
係
者
の
声

も
合
わ
せ
て
掲
載
し
て
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
奥
飛
驒
温
泉
郷
は
、
全
国
の
温
泉
地
と
比
べ
て
も

泉
温
の
高
さ
、
湧
出
量
は
と
も
に
上
位
ク
ラ
ス
で
す
。

さ
ら
に
こ
の
泉
温
の
高
さ
と
湧
出
量
の
多
さ
を
活
か

し
、
こ
れ
も
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
露
天
風
呂
が
あ
る

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
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ア
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ン
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山
そ
し
て
焼
岳
と
い
う
三
つ
の
活
火
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が
並
ん
で
い
ま

す
。
奥
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温
泉
郷
の
温
泉
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は
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ら
活
火
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の

地
下
で
地
下
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が
熱
せ
ら
れ
た
り
様
々
な
成
分
が
溶
か

し
込
ま
れ
湧
き
出
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま

さ
に
飛
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大
地
）か
ら
の
恵
み
な
の
で
す
。
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古
く
か
ら
湯
治
場
と
し
て
知

ら
れ
た
平
湯
温
泉
、
蒲
田
温
泉
を
は
じ
め
と
し
て
数
多

く
の
温
泉
地
が
あ
り
、
人
々
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

  

昭
和
55
年
以
降
、
こ
れ
ら
多
く
の
温
泉
地
を
平
湯
温

泉
・
新
平
湯
温
泉
・
福
地
温
泉
・
新
穂
高
温
泉
・
栃
尾

温
泉
と
い
う
五
つ
の
温
泉
群
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、
全

体
を
奥
飛
驒
温
泉
郷
と
総
称
し
て
い
ま
す
。
こ
の
名
称

は
、
高
山
市
と
の
合
併
後
、
旧
上
宝
村
の
南
東
側
町
名

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
千
三
百
年
ほ
ど
昔
、
天
平
５
年
に
書
か
れ
た

出
雲
風
土
記
の
中
に
玉
造
温
泉
に
つ
い
て
、「
一
度
浸
か

れ
ば
容
姿
端
麗
、
二
度
浸
か
れ
ば
た
ち
ま
ち
万
病
を
除

く
」と
温
泉
の
効
能
を
絶
賛

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
か
つ
て
は

温
泉
と
い
え
ば
、
心
身
の
疲

れ
を
癒
し
病
を
治
す
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
で
し
た
。

そ
の
役
割
は
、「
癒
し
」の
比

重
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
は

い
ま
す
が
、
今
も
私
達
の
暮

ら
し
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
で
す
。
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